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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 10,504 △3.3 156 △72.2 263 △59.4 135 △64.2
2022年3月期第2四半期 10,864 13.1 560 ― 649 ― 378 ―

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　△10百万円 （―％） 2022年3月期第2四半期　　104百万円 （△33.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 61.75 ―
2022年3月期第2四半期 172.48 ―

(2) 連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 47,062 35,966 74.3
2022年3月期 49,057 36,177 71.7
（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 34,964百万円 2022年3月期 35,193百万円

2. 配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― ― ― 90.00 90.00
2023年3月期 ― ―
2023年3月期（予想） ― 75.00 75.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,100 △4.7 800 △49.3 1,000 △42.3 550 △44.8 250.90

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無
新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 2,240,000 株 2022年3月期 2,240,000 株
② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 47,894 株 2022年3月期 47,842 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 2,192,145 株 2022年3月期2Q 2,192,180 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症対策の行動制限が緩和され経済活動

正常化に向けた動きが見られました。しかしながら、急激な円安、資源・エネルギー高や長期化しているウクライ

ナ情勢などを要因に、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　そのような状況の中、放送事業収入は、主力商品であるテレビスポットＣＭの受注が景気の不透明感や物価上昇

の影響等により減収となりました。一方、システム関連事業収入は、機器販売が好調であったため増収となりまし

た。その結果、当第2四半期連結累計期間の経営成績は、売上高105億4百万円（前年同期比 3.3%減）で減収となり、

営業利益は1億56百万円（前年同期比 72.2%減）、経常利益は2億63百万円（前年同期比 59.4%減）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は1億35百万円（前年同期比 64.2%減）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①放送事業

放送事業は、収入66億98百万円（前年同期比 3.6%減）、営業損失43百万円（前年同期は営業利益3億61百万

円）となりました。

テレビ部門は、収入62億10百万円（前年同期比 3.4%減）となりました。主力商品であるスポット収入は、薬品

等の出稿が前年同期を上回りましたが、化粧品・トイレタリ等の出稿が低調で3.7％減となりました。タイム収入

は、女子プロゴルフトーナメント「ほけんの窓口レディース」の有観客開催や3年ぶりに野外コンサート「福岡音

楽祭 音恵２０２２」を開催しましたが、東京オリンピック関連番組等が減少したため2.7%減となりました。

ラジオ部門は、収入4億87百万円（前年同期比 6.7%減）となりました。健康食品や法律事務所などの出稿が前

年に比べ低調でスポット収入は11.0%減、タイム収入も8.0%減となりました。

②システム関連事業

システム関連事業は、収入28億34百万円（前年同期比 5.5%増）、営業利益98百万円（前年同期比 34.2%減）と

なりました。大口の機器販売等で増収となったものの、利益率の高いＳＩサービス部門の売上が減少したことな

どから利益面では減益となりました。

③不動産事業

不動産事業は、収入5億25百万円（前年同期比 1.4%減）、営業利益5億22百万円（前年同期比 4.4%増）とほぼ

前年並みで推移しました。

④その他事業

その他事業は、収入4億45百万円（前年同期比 36.0%減）、営業損失38百万円（前年同期は営業損失47百万円）

となりました。催事部門では「ライデン国立古代博物館所蔵 古代エジプト展」、「サンリオ展 ニッポンのカ

ワイイ文化６０年史」等を開催しました。しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影響が残る中、前年同期

に比べイベント件数が少なく、また大型イベントも少なかったことから減収となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第2四半期連結会計期間末の総資産は、470億62百万円と前連結会計年度末と比べ19億95百万円減少しました。

これは主に、回収により受取手形、売掛金及び契約資産が12億61百万円、株価の下落により投資有価証券が2億19百

万円減少したことによるものであります。

　当第2四半期連結会計期間末の総負債は、110億95百万円と前連結会計年度末と比べ17億83百万円減少しました。

これは主に、支払等により流動負債のその他に含まれる未払費用が5億91百万円、未払法人税等が4億37百万円減少

したことによるものであります。

　当第2四半期連結会計期間末の純資産は、359億66百万円と前連結会計年度末と比べ2億11百万円減少しました。こ

れは主に、その他有価証券評価差額金が1億83百万円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、主たる放送事業において下期についても急激な円安、資源・エネルギー高や長

期化しているウクライナ情勢の影響が続く見込みで、テレビスポットの出稿量が前回予想を下回る見込みです。一

方、経費削減等による営業費用の減少も見込まれ、システム関連事業において下期は堅調に推移する見込みであり

ますが、放送事業の売上高の減少をカバーできず、2022年8月5日に公表しました2023年3月期の通期の業績予想を修

正いたします。この結果、売上高221億円、営業利益8億円、経常利益10億円、親会社株主に帰属する当期純利益5億

50百万円を見込んでおります。

（参考）

2022年8月5日発表の連結業績予想(通期)

売上高230億70百万円、営業利益10億90百万円、経常利益12億40百万円、親会社株主に帰属する当期純利益7億50百

万円
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,280 12,135

受取手形、売掛金及び契約資産 4,005 2,744

棚卸資産 207 309

その他 2,668 2,514

貸倒引当金 △5 △7

流動資産合計 19,155 17,697

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,623 5,514

機械装置及び運搬具（純額） 587 516

土地 13,517 13,517

その他（純額） 2,317 2,210

有形固定資産合計 22,046 21,759

無形固定資産 212 192

投資その他の資産

投資有価証券 5,209 4,989

その他 2,434 2,423

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 7,642 7,412

固定資産合計 29,902 29,365

資産合計 49,057 47,062

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 477 451

未払法人税等 506 68

その他 3,837 2,778

流動負債合計 4,821 3,298

固定負債

退職給付に係る負債 4,556 4,485

その他 3,500 3,312

固定負債合計 8,057 7,797

負債合計 12,879 11,095
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 560 560

資本剰余金 4 4

利益剰余金 33,808 33,747

自己株式 △184 △184

株主資本合計 34,188 34,126

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,090 907

退職給付に係る調整累計額 △85 △69

その他の包括利益累計額合計 1,005 837

非支配株主持分 984 1,002

純資産合計 36,177 35,966

負債純資産合計 49,057 47,062
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 10,864 10,504

売上原価 6,876 6,909

売上総利益 3,988 3,594

販売費及び一般管理費 3,427 3,438

営業利益 560 156

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 69 80

その他 20 29

営業外収益合計 91 109

営業外費用

支払利息 0 0

その他 2 2

営業外費用合計 2 2

経常利益 649 263

特別利益

投資有価証券売却益 0 -

特別利益合計 0 -

特別損失

固定資産除売却損 1 0

投資有価証券評価損 0 -

特別損失合計 1 0

税金等調整前四半期純利益 648 263

法人税等 239 105

四半期純利益 408 157

非支配株主に帰属する四半期純利益 30 22

親会社株主に帰属する四半期純利益 378 135
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 408 157

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △316 △183

退職給付に係る調整額 12 15

その他の包括利益合計 △304 △167

四半期包括利益 104 △10

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 74 △32

非支配株主に係る四半期包括利益 29 21
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用しております。

（会計方針の変更）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしております。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２放送事業

システム
関連事業

不動産事業 その他事業 計

売上高
　テレビ放送
　ラジオ放送
　システム関連
　その他

6,426
522
―
―

―
―

2,686
―

―
―
―
―

―
―
―
696

6,426
522

2,686
696

―
―
―
―

6,426
522

2,686
696

顧客との契約から生じる
収益

6,948 2,686 ― 696 10,331 ― 10,331

その他の収益 ― ― 533 ― 533 ― 533

外部顧客への売上高 6,948 2,686 533 696 10,864 ― 10,864

セグメント間の内部売上高
又は振替高

50 35 423 686 1,195 △1,195 ―

計 6,998 2,721 956 1,382 12,060 △1,195 10,864

セグメント利益又は損失(△) 361 149 500 △47 964 △403 560

(注)１．セグメント利益又は損失(△)の調整額△403百万円には、セグメント間取引消去0百万円、当社における

子会社からの収入79百万円及び各報告セグメントに配分していない全社費用△483百万円が含まれてお

ります。全社費用は、当社のグループ経営管理事業に係る費用であります。

　 ２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２放送事業

システム
関連事業

不動産事業 その他事業 計

売上高
　テレビ放送
　ラジオ放送
　システム関連
　その他

6,210
487
―
―

―
―

2,834
―

―
―
―
―

―
―
―
445

6,210
487

2,834
445

―
―
―
―

6,210
487

2,834
445

顧客との契約から生じる収益 6,698 2,834 ― 445 9,978 ― 9,978

その他の収益 ― ― 525 ― 525 ― 525

外部顧客への売上高 6,698 2,834 525 445 10,504 ― 10,504

セグメント間の内部売上高
又は振替高

52 57 414 706 1,231 △1,231 ―

計 6,750 2,892 940 1,152 11,736 △1,231 10,504

セグメント利益又は損失(△) △43 98 522 △38 539 △383 156

(注)１．セグメント利益又は損失(△)の調整額△383百万円には、セグメント間取引消去2百万円、当社における

子会社からの収入66百万円及び各報告セグメントに配分していない全社費用△451百万円が含まれてお

ります。全社費用は、当社のグループ経営管理事業に係る費用であります。

　 ２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３．参考情報

ＲＫＢ毎日放送株式会社 売上高の内訳

　 （単位：百万円）

前第２四半期累計期間
（自 2021年４月１日

　 至 2021年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 2022年４月１日

　 至 2022年９月30日）
増減

金額(百万円) 百分比(%) 金額(百万円) 百分比(%) 金額(百万円) 百分比(%)

テレビ収入 6,460 87.1 6,249 88.9 △211 △3.3

ラジオ収入 538 7.2 501 7.1 △37 △6.9

その他の収入 420 5.7 280 4.0 △140 △33.3

合計 7,419 100.0 7,031 100.0 △388 △5.2

　




